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⑧
曾
文
正
公
全
集
奏
一
巻
三
六
「
楚
岸
塩
引
一
一
分
界
行
鎗
疏
」

⑨
　
　
岡
漁
尉
串
唇
一
二
山
ハ
　
「
議
三
雲
省
樵
南
噌
引
地
畑
堀
」
　
（
嗣
治
十
年
三
月
十
九
群
）

⑩
　
四
蝟
塩
法
書
巻
　
｝
嗣
治
十
年
「
戸
部
誌
略
」

⑪
珂
書
舗
…
竺
一
岡
岬
十
｝
年
条

⑫
　
東
華
続
録
光
緒
巻
斜
光
緒
二
年
閏
五
月
術
賓
「
呉
鴻
恩
爽
」

⑫
　
　
沈
↑
文
運
パ
公
一
駅
堂
纏
巻
斗
　
「
取
M
叫
准
目
附
引
一
丁
応
遵
部
弛
献
迅
速
嫌
7
行
N
摺
」
　
（
光

　
緒
二
年
七
児
初
五
日
）

⑳
　
京
藁
葺
録
光
緒
九
光
繕
二
年
五
月
黒
土
「
鯛
声
望
奏
」

　
清
史
華
僑
｝
二
九
食
、
闘
志
「
書
法
」

⑮
四
色
事
法
号
巻
一
二
「
済
楚
」
下
光
緒
二
年
条

⑯
丁
交
響
公
奏
法
巻
一
三
「
簿
影
踏
岸
塩
払
五
運
商
塗
装
」
（
光
緒
三
年

　
七
月
二
十
二
露
）

⑰
　
四
川
嵐
法
憲
巻
一
二
済
楚
下
光
緒
四
年
「
戸
部
奏
略
」

⑱
　
沈
文
辮
公
政
書
巻
六
「
収
図
淀
南
引
地
応
二
部
議
迅
遠
挙
行
摺
」
　
（
光

　
緒
二
年
七
月
初
五
口
）

　
　
嗣
書
巻
七
「
准
南
遵
完
川
郷
鶴
銀
懇
立
限
収
妻
琴
岸
筆
工
　
（
光
緒
三
年

　
　
九
月
二
十
八
臼
）

⑲
清
史
稿
巻
ご
一
九
食
三
二
「
塩
法
」

　
　
東
二
二
録
光
二
二
三
四
光
緒
六
年
四
月
庚
申
「
二
元
廼
奏
」

⑳
　
沈
丈
粛
二
二
書
巻
七
「
准
商
包
調
川
筆
立
豊
凶
侯
…
准
壌
開
讐
二
日
為
始

　
片
偏
　
（
光
緒
三
年
九
月
一
㎜
十
八
日
）

石
田
梅
岩
全
集
（
上
下
二
巻
）
の
公
刊
に
つ
い
て

心
掌
の
鼻
組
石
田
権
岩
の
全
集
が
、
今
般
柴
田
鳩
翁
以
来
四
代
京
都
明

倫
…
舎
主
と
し
て
心
学
の
伝
続
を
継
承
さ
れ
て
い
る
京
都
大
学
教
授
柴
田

実
氏
の
編
集
・
校
合
・
校
正
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
過
日

そ
の
上
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
上
巻
に
は
梅
岩
の
主
著
「
都
…
郷
問
答
」
「
倹
約

斉
家
論
」
及
び
「
石
田
先
生
語
録
」
が
収
録
さ
れ
、
下
巻
に
は
「
莫
婁
想
」

と
…
門
入
の
編
纂
に
か
か
る
「
石
田
先
生
事
蹟
」
及
び
門
人
螂
友
に
宛
て

た
害
簡
二
百
数
十
逼
が
収
録
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
飼
よ
り
も
本
害
の
公

刊
の
意
義
あ
る
点
は
、
教
授
の
企
画
と
努
力
に
よ
っ
て
原
本
叉
は
そ
れ

に
準
ず
る
良
本
を
底
本
と
し
諸
本
を
博
捜
し
て
厳
密
な
校
合
が
な
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
り
、
更
に
高
弟
逮
が
誹
入
れ
た
融
解
が
今
圓
瓢
し
く
収

録
さ
れ
梅
岩
の
患
想
を
研
究
す
る
上
に
多
大
の
便
宜
が
与
え
ら
れ
た
点

で
あ
る
。
梅
巻
の
主
著
「
都
協
問
答
」
は
既
に
梅
岩
の
生
前
に
刊
行
さ

れ
、
最
近
で
は
岩
波
文
庫
等
に
も
収
録
さ
れ
て
は
い
た
が
、
書
簡
類
や
門

弟
書
入
の
註
解
等
ま
で
を
含
め
た
完
全
な
「
海
藻
も
の
」
の
全
集
と
し
て

は
勿
論
本
書
が
始
め
て
で
あ
る
。
小
さ
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
石
田
梅

岩
の
名
ぽ
従
来
梅
厳
と
書
か
れ
ひ
ろ
く
世
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
自
筆

薯
名
が
唯
一
の
例
を
除
い
て
皆
梅
岩
と
書
か
れ
て
い
る
為
に
こ
れ
を
採

っ
て
い
る
点
に
も
、
原
本
を
重
視
し
た
態
度
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
と
も

あ
れ
日
本
思
惣
史
上
、
特
異
な
地
位
を
占
め
る
心
学
の
研
究
が
、
本
書
の

公
刊
に
よ
っ
て
劃
期
約
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

疑
い
な
い
。
　
（
発
行
所
　
東
京
都
中
野
区
文
園
町
二
六
　
石
門
心
学
会
、

上
巻
定
価
一
、
二
〇
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
石
聞
善
人
一
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⑳
　
郭
宝
鉤
「
B
区
発
掘
記
之
一
」
　
「
同
一
こ
（
論
叢
発
掘
報
告
第
四
期
）
。

⑳
　
輩
作
賓
「
甲
骨
学
五
十
年
」
頁
烈
四
。

⑳
　
卜
辞
に
あ
ら
わ
れ
る
門
は
、
色
々
な
種
類
が
あ
り
、
未
だ
正
確
な
見
解

　
は
な
い
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
に
箇
単
に
結
び
つ
く
か
は
疑
闘
一
で
あ
る
が
、

　
参
考
に
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。

⑳
註
⑳

⑳
　
石
環
如
「
第
七
次
殿
虚
発
掘
－
鷺
区
工
作
報
告
」
　
（
安
陽
発
掘
報
告
第

　
四
期
）
図
版
一
参
照
。

⑳
註
⑳

⑳
董
作
賓
．
「
甲
骨
文
断
代
研
究
例
」
（
慶
祝
察
元
培
先
生
六
＋
五
歳
論
丈

　
集
、
上
冊
）

⑳
こ
の
グ
ル
1
プ
の
ト
辞
に
あ
ら
わ
れ
る
祭
肥
対
象
は
第
一
期
王
朝
卜
辞

　
の
も
の
と
多
少
異
る
。

⑫
　
河
南
省
丈
物
工
作
隊
第
一
隊
「
郵
州
市
古
遺
嘱
、
墓
葬
的
重
要
発
親
」

　
（
通
志
五
五
年
第
三
期
）

⑳
　
河
南
文
物
工
作
隊
第
」
隊
「
郵
州
発
現
的
酒
代
製
陶
造
跡
」
　
（
文
面
五

　
五
年
第
九
期
）
、
「
鄭
州
市
軍
功
路
西
翠
発
現
商
東
灘
陶
工
揚
、
房
基
等
遺

　
鮭
」
　
　
（
文
参
五
六
年
第
「
一
期
…
貝
山
ハ
四
〔
）

⑭
河
南
二
物
工
作
隊
第
一
隊
「
八
ケ
月
来
的
郵
転
卵
物
工
作
概
況
」
（
文

　
参
五
五
年
第
九
期
）

⑳
　
梁
思
永
「
日
岡
発
掘
小
記
」
、
劉
耀
「
河
南
溶
日
大
賓
白
羽
薗
遣
駈
偏

　
（
照
野
考
古
報
告
第
｝
冊
）
。
新
石
器
、
特
に
黒
陶
期
に
は
讐
遍
的
で
あ
る
。

⑳
　
張
建
中
「
鄭
州
市
北
郊
紫
溜
出
一
帯
発
現
商
代
遺
跡
」
　
（
丈
参
五
四
年

　
第
十
一
期
）
、
河
南
二
物
工
作
隊
第
一
隊
「
螂
州
発
硯
約
商
代
製
陶
遣
跡
」
、

　
　
後
者
竜
や
は
り
製
陶
審
祉
に
近
接
し
た
も
の
で
あ
6
9
る
。

　
⑳
　
晶
附
想
鯉
「
八
ケ
月
山
米
的
鄭
州
丈
物
一
工
作
欄
慨
況
」
、
「
洛
陽
澗
西
戦
旗
屯
古
遣

　
　
祉
」
、
考
古
研
究
所
西
安
欝
欝
工
作
隊
「
西
安
半
波
遣
堤
第
二
次
発
掘
的
主

　
　
菰
ズ
収
穫
」
　
　
（
滞
遇
訊
五
｛
ハ
な
十
第
二
期
）

　
⑱
　
朗
継
高
「
白
灰
面
究
寛
是
用
什
麿
傲
成
的
」
　
（
丈
参
五
五
年
第
七
期
）

ノ
ら
く
を
ぐ
ミ
ぐ
く
く
ノ
ラ
ラ
ラ
ン
ラ
ラ
ラ
　
ぞ
ノ
ミ
ぐ
く
ノ
ラ
ン
ラ
ラ
ジ
ラ
ラ
う
ミ
ミ
く
ご
く
で
く
を
ぐ
で
く
く
ぐ
く
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

．
　

一

稲石石安有
垣躍田藤泉

泰胤莫証貞
彦央一憲夫

岩
根
雄
治
郎

内
海
　
佑
治

大
山
　
喬
平

小
川
　
　
徹

小
随
富
士
雄

門
脇
　
俊
彦

金
　
　
載
元

工
藤
　
敬
一

桑
原
　
公
徳

小
林
　
　
茂

小
林
　
鳳
円

芝
原
　
拓
自

下
村
　
弘
巌

田
代
　
守
入

田
申
　
　
彰

坪
閏
　
童
子

…　
W

　
　一

　
…

………㎝　
　
…
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9騰佐（金城公主の入蔵について（下）

⑳
　
冊
麿
元
亀
瀞
主
筆
の
条
に
は
「
雍
州
」
と
あ
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
旧
伝
は
公
主
の
計
「
報
の
到
曹
煎
を
二
十
九
年
癩
篠
に
か
け
て
い
る
。

⑳
　
拙
稿
「
西
蔵
丈
献
の
史
料
的
価
値
」
　
（
下
）
東
洋
史
研
究
第
十
一
巻
二

　
号
六
〇
頁
。

⑳
藤
田
豊
八
「
八
尋
往
五
天
竺
謬
伝
箋
釈
」
第
二
北
京
版
、
民
国
二
十
年
、

　
五
二
丁
表
。

⑳
前
橘
書
三
三
丁
裏
。
又
本
論
文
〔
中
〕
六
九
頁
参
照
。

〔
略
語
表
〕

新
戸
仏
一
薪
申
子
一
垂
紐
ぬ
巷
二
　
一
六
上
、
　
吐
蕃
伝
L
⊥

旧
伝
一
旧
唐
蟄
颪
巻
一
九
六
上
、
　
吐
蕃
　
論
難

ご
日
鵠
一
㍗
H
W
p
o
つ
♂
想
．
乏
．
目
げ
o
H
5
鵠
知
Ω
ピ
日
、
o
蕊
い
p
ぎ
び
d
o
o
q
弓
。
導
も
。

　
議
。
遍
、
o
器
芹
該
へ
着
§
σ
q
邑
註
惰
u
・
ン
一
．
三
湊
。
ぎ
含
臼
、
き
魯
勺
p
畠
口
⑩
き
ム
⑱

〔
追
　
記
〕

　
金
城
公
主
と
吐
蕃
の
ツ
ェ
ン
ポ
と
の
間
に
子
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
中
国

の
記
録
で
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
た
だ
プ
ト
ン
に
は
次
代
の
ッ
ェ
ン
ポ
、
チ

ソ
ン
デ
ッ
孟
ン
が
公
主
の
子
と
し
て
生
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
吐
蘇
…

年
代
記
の
記
｛
載
に
よ
れ
ば
、
こ
の
慕
盛
夫
は
全
く
講
曜
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
又
広
徳
元
年
（
七
六
三
）
に
吐
蕃
は
長
安
に
侵
入
し
た
が
、
そ
の
と
き
偲

繍
政
権
を
建
て
公
主
の
兄
弟
広
武
王
覇
｛
宏
を
天
子
の
位
に
即
か
せ
た
。
公
主

の
入
蔵
に
よ
っ
て
吐
蕃
人
が
公
主
の
一
家
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は

け
だ
し
当
然
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
盾
の
一
一
つ
の
事
実
に
つ
い
て
は
近
く
発
蓑
す
る
「
吐
蕃
の
長
安
侵
入
に
つ

い
て
」
　
（
京
都
火
学
文
学
部
五
十
周
年
記
念
論
集
）
の
う
ち
に
詳
細
に
述
べ

て
お
い
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
や
孔
以
上
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　s
岱牒斗掻朔離林灘嵜鵠笛i

　
　
蒲
　
入
　
会
　
員

芳
実

雅
夫

晶義

ｫ
　

　
哲

慶
二

法
障

幹
弥

市
良

大
拙

　
　

亀
市

　
　

康
夫

久
子

正
夫

　
茂

義
広

裕
男

　
　
　
投
稿
に
つ
い
て
の
お
願
い

「
塑
林
」
が
定
ペ
ー
ジ
、
定
期
刊
行
が
一
々
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と

は
、
会
員
各
位
の
御
熱
心
な
御
支
援
の
賜
と
、
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。

最
近
御
投
稿
原
稿
に
雄
篇
力
作
が
多
く
特
に
長
論
文
が
山
積
し
て
ペ
ー

ジ
綱
約
よ
り
分
割
掲
載
が
多
く
な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
御
投

稿
に
つ
い
て
は
左
の
規
楚
を
お
守
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

　
枚
教
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
篇
紙
胤
○
枚
以
内
。

　
原
稿
〆
切
　
奮
窃
数
月
の
毎
十
日
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　St、ヒ’、．　　　　　　　　　　　　　　　　　vttv　　　　　　　　　　　　　　　　t．vt　　　　　　　　　　　　　　　t　．　tt　　　　　　　　　　　　　t　t．　t　t　t　　　　　　　　　　　　tt　vt．　　　　　　　　　　　．tJ　tt　　　　　　　　　　’vt　　　　　　　　Vtへ’　　　　　　　）　tt、ゴ　　　　　，t．　．　t．　　　　t．　v’　　t　t　t　t　tt　w’tt　tt∀、ド　‘「

79　（343）



地
利
用
の
集
約
度
を
高
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ

の
結
果
型
・
耕
が
実
施
さ
れ
、
休
閑
期
の
短
縮
が
余
儀

な
く
さ
れ
る
た
め
、
土
蔵
侵
蝕
は
激
化
し
、
や
が
て

は
原
住
民
農
業
の
体
系
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
か
か
る
過
程
の
進
行
が
熱
帯
の
自
然

環
境
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
更
に
人
口
稀
薄
な
熱
帯
に
あ
っ
て

は
、
労
働
力
が
不
尾
す
る
た
め
、
勢
い
原
住
民
に
強

制
（
灘
強
制
）
労
働
を
課
す
こ
と
に
も
な
り
、
こ
れ

が
原
住
民
社
会
を
崩
壊
に
導
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
面
、
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
伴
っ
て
導
入
さ
れ
た
西
欧
唐
絹
が
熱
帯

の
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
た
点
も
少
く
な
い
。
そ
の

第
一
は
近
代
医
学
の
進
歩
に
よ
る
風
土
病
の
克
服
で

あ
る
。
こ
れ
は
土
地
利
驚
の
改
姜
と
密
接
に
結
び
つ

き
、
む
し
ろ
従
来
か
ら
人
口
の
多
い
地
域
が
健
康
状

態
の
改
善
に
於
て
も
進
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
次
に
西
欧
文
明
は
熱
帯
に
世
界
市
場
へ
の
門
戸

を
開
い
た
。
熱
帯
特
麗
の
農
作
物
の
幾
種
類
か
は
広

大
な
販
路
を
得
て
増
薩
さ
れ
、
黄
金
海
澤
の
コ
コ
ア

の
よ
う
に
原
住
民
の
富
を
増
し
、
そ
の
生
活
水
準
の

向
上
に
役
立
っ
て
い
る
も
の
も
少
く
な
い
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ギ
ネ
ア
湾
岸
の
油
ヤ
シ
、
ウ
ガ
ン
ダ
の

綿
、
ウ
ル
ソ
デ
ィ
の
コ
ー
ヒ
ー
、
東
イ
ン
ド
・
太
平
洋

の
コ
ブ
ラ
、
ベ
ン
ガ
ル
の
ジ
ュ
ー
ト
、
マ
レ
ー
の
ゴ

ム
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
成
功
は
、
食
糎
供
給
の
十
分
な
水
田
耕
作

地
域
に
お
け
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
と
と
も

に
熱
帯
の
将
来
に
明
る
い
光
を
投
げ
か
け
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
樹
木
栽
培
に
基
礎
を
お
く

日
、
8
0
山
》
算
巨
葺
ご
⇒
は
、
土
壌
侵
蝕
を
も
た
ら
さ
な
い

安
定
し
た
栽
植
農
業
の
方
法
と
し
て
、
集
約
度
の
高

い
水
田
耕
作
と
と
も
に
そ
の
重
要
性
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
「
熱
帯
地
域
」
の
内
容
に
つ
い
て
そ
の
青
く

あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
僅
か
二
〇
〇

頁
足
ら
ず
の
小
冊
子
に
熱
帯
地
域
の
も
つ
複
雑
な
問

題
が
見
事
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
多
年
熱
帯

研
究
に
従
事
し
た
著
者
を
え
て
は
じ
め
て
な
し
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
と
で
あ
る
が
、
「
と
く
に
熱
帯
各
地
域
に
亘
る
豊
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

な
例
証
は
、
問
題
点
を
一
層
開
確
に
し
、
本
書
の
内
　
…

容
を
精
彩
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
惜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
本
書
の
記
述
の
重
点
が
農
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

業
に
置
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
政
治
勉
理
的
∴
民
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

地
理
的
諸
問
題
が
十
分
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

あ
る
。
例
え
ば
熱
帯
住
民
の
生
活
難
準
を
論
ず
る
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

に
も
、
過
去
に
お
け
る
慰
籍
政
策
と
の
関
係
に
は
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
叉
、
近
博
、
熱
帯
各
［

地
に
起
り
つ
つ
あ
る
人
種
問
題
や
民
族
運
鋤
に
関
し

て
も
全
然
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

問
題
に
つ
い
て
著
者
の
今
後
の
論
評
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
不
満
も
実
は

決
し
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な

ら
熱
帯
の
社
会
・
経
済
諸
条
件
に
対
す
る
著
者
の
す

ぐ
れ
た
分
析
は
、
た
と
え
農
業
へ
の
傾
斜
が
大
き
く

て
も
、
十
分
そ
れ
以
外
の
問
題
を
我
々
自
身
で
考
え

る
際
の
国
礎
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も

あ
れ
、
熱
帯
全
体
を
と
り
扱
っ
た
適
当
な
概
説
書
の

み
ら
れ
な
い
今
日
、
本
書
を
手
に
し
う
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
来
来
の
土
地
、
熱
帯
の
た
め
に
も
心
か

ら
宴
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
佐
々
木
高
明
～

載
漁
者
紹
介

佐
伯
　
　
富
　
京
都
大
学
助
教
授

田
中
　
　
穏

傍
出
道
治

佐
藤
　
　
長

志
邨
晃
佑

佐
々
木
高
明

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
駈
員

京
都
大
栄
人
文
科
学
研
究
所

助
手

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
戸
院
学
生

京
都
大
学
大
学
院
単
生
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石
田
一
良
著

浄
土
教
美
．
術
搬
垂
撒
・
瀦

　
　
　
一
文
化
史
学
的
研
究
序
論
－

　
　
　
浄
土
教
美
術
展
開
の
諸
相
を
恵
心
。
法
乱
然
・
親
驚
の
三
殿
階
…
に
分
っ
て

　
　
　
論
じ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
諸
派
の
も
つ
美
術
作
品
の
う
ち
に
、
そ
の
宗
教

　
　
　
体
験
（
聖
）
と
美
的
精
神
（
美
）
と
の
緊
密
な
内
面
的
・
必
然
的
共
感

　
　
　
聞
関
係
一
を
発
見
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
宗
耐
教
美
術
…
の
本
質
を
、
正

　
　
　
当
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
。
日
本
仏
教
史
・
思
想
史
・
美
術
史

　
　
　
研
究
者
に
多
く
の
啓
発
を
与
え
得
る
と
確
信
で
き
る
力
作
で
あ
る
、

村
上
嘉
実
著
　
〈
サ
ー
ラ
叢
書
2
＞

中
国
の
仙
人
　
鴛
動
藷

・
　
　
－
抱
一
子
の
思
想
i

　
　
　
現
代
の
科
学
は
人
聞
の
一
一
望
一
の
一
部
を
実
現
し
た
が
、
科
丹
Ψ
は
人
間
に

　
　
　
安
心
立
命
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
人
間
の
一
切
の
欲
望
を

　
　
　
肯
定
を
し
つ
つ
そ
の
中
に
安
心
立
命
し
、
二
言
人
並
の
道
を
究
め
た
も

　
　
　
聯
艸
咽
仙
人
の
田
憲
で
あ
る
。
、
を
、
多
、
。
満
を
あ
げ
つ
つ

灘近畠
灘癸麟一包

難臨調

墾鶴量た馨

繊再ちe
　興あN
　顧る幾
　ゆ多太

　
　
　
　
・
近
　
　
刊
・

梁
　
　
の
　
武
　
帝

日
本
仏
教
思
想
の
展
開

森
三
樹
三
郎
薯

家
永
三
郎
編

　京都市中京区束洞院三条上ル

平　楽　寺書店
　　振牌口座オ（都G13番

委
員
交
替
に
つ
い
て

　
本
会
委
員
狩
野
直
禎
氏
（
東
洋
史
）
が
今
回
病
気
の
た
め
委
員
を
辞
退
さ
れ
、

笠
沙
雅
章
氏
が
新
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

　
本
号
は
論
説
に
お
い
て
中
国
関
係
を
三
篇
、
し
か
も
古
代
よ
り
近
世
に
い
た
る

時
代
な
、
文
献
あ
る
い
は
考
古
学
的
資
料
か
ら
検
討
し
た
、
多
彩
な
内
容
を
も
ち

え
た
こ
と
は
編
者
の
欣
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
庄
園
の
構
造
に
新
た

な
角
度
か
ら
病
R
し
た
田
中
氏
の
論
著
を
加
え
、
西
洋
史
・
地
理
学
か
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
興
昧
あ
る
近
刊
の
外
書
の
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。

　
大
鷺
で
あ
る
た
め
分
戯
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
論
文
が
多
く
、
薯
者
に
も
読
者
に

も
御
迷
惑
を
か
け
た
次
第
で
あ
る
が
、
多
角
的
な
視
野
か
ら
史
学
の
綜
合
を
使
命

と
す
る
史
林
の
立
場
を
以

て
諒
と
さ
れ
た
い
。
し
か

し
、
論
文
は
な
る
べ
く
完

結
し
た
形
で
発
表
し
た
い

の
で
、
今
後
の
投
稿
は
一

擁
揃
五
〇
枚
以
内
と
い
う
規

定
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
西
谷
）

一
九
五
六
年
六
月
二
五
H
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
価
百
円

一
九
五
六
」
牛
七
月
　
一
　
日
発
行

　
史
林
．
（
第
三
九
懸
第
四
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
木
町

　
　
　
求
郡
大
学
工
学
都
内

潴
行
所
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
鴬
京
掃
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
原
，
随
園

　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
束
町
三
九

印
刷
所
　
申
村
印
刷
株
式
会
社

、
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